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ゴマに関する研究

1. Sesamum radiatum (n = 32) x S. angolense (n = 16)より得られた F1植物について

中村弘・佐藤孝

Etude et Amelioration des Sesames 

1. Sur un hybrid issu du croisement entre Sesamum radiatum (n=32) xS. angolense (n= 16) 

Hiroshi NAKAMURA et Takashi SATO 

著者等(1956)は，先に Sesamumradiatum SCHUM 

et THONN.と S.angolense WELW. の形態的な特性を

比較して，薬， "1七冠等の諸形質に多くの類似点を認め，

之を第I群に入れると共に，両種の聞には密接な倍数関

係がある事を推論した.

本報においては，前記両種を機成するグノム聞の相同

-¥11:の有無をしらべるために，両穆間の交雑を試み，得ら

れた雑種Flの形態並びに染色体の行動を観察した.猶，

との交雑において，花粉綴として用いたS.angolenseの

栄色体倍加によって生じたものと忠われる 2n=64を有

する維種 Flを得た.これらの場合，両種を構成するグ

ノムの相同性の有無によってそれ相当の頒度の2価，3 

il!fif%いは多価染色体の出現が期待される 著者等は，こ

れらの諸点につき調査し，若干の知見を得る事が出米た

ので，ここに報告する

材料及び方法

実験に供試された Sesamum radiatum SCHUM. et 

THONN.は2n=64を有し，著者・等が先に報告した第I若手

に属する種で，Antigastra及び Virusに抵抗紗:を有ー

する種である.花粉親として用いた S.angolense 

WI!.LW.は2n=32を有し，前者よりも草性は短小である

が，多くの諸形質に類似点が多く，やはり第I群に属す

る種である 同種の交雑によって得られた雑積 Flは生

育が進むにつれて箸しい雑種強勢を示す. これらの形態

的な観察と共に，体細胞染色体の観察には，根端を0.00

15Mのふヒドロキνキノリ yにて処理後，2/0の酪酸オノレ

セイシにておしつぶし染色鏡検した.猶，花粉母細胞の

成熟分裂の観察は，主として鉄陥酸カーミシによるなす

りつけ法によった 図の原倍率は，体細胞染色体に対し

ては x2200，花粉母細胞の染色体に対しては x1000で

ある.
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第1図日(2n=48.64)と，その両親種の体細胞染色体.

FIG. 1. Plaques equatoriales dans les points 吋g長t-
atives des racines de F1巴tde parents. 

1. S. radiatum 2. S. angolense 
3. F1 (2n=48) 4. F1 (2n=64) 

結 果

1. 交縫 1956年， S. radiatumの131主に S.angolense 

の花粉を配して12個の着瑚lを得たが，種子は，種皮が厚

く黒色のためにその充災度を外観よりしらべる事は不可

能であった.しかし，内容は殆んど空虚らしく，全種子

を翌年婚種して2個体の発芽をみた.IlPち，雑種生成率

は極めて低く，全距E珠数に対して僅か0.13%であった.

2. 核学的観寮 S. radiatum (n = 32) x S. angolense 

(n = 16)の雑種 F1の根端細胞において 2n=48を算え

両親の半数染色休数の和に一致した又，同じ交雑にお

いて得られた他の 1倒体では 2n=64を算え，これは授粕'

時において花粉親であるS.angolenseの染色体倍加によ



調

第1表 F1の花粉母細胞の成熟分裂第1期中における染色体接合型

Configurations metaphasiques dans les cellu!巴-m色resdu pollen chez !e F 1 
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B) F1 (2n=64) 
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って得られたものと推察される.猶.S. angolenseには Flの第1成熟分裂中期における染色体の接合型とそ

附随体をもった染色体が 2対存在して居り，これはF1 の顔度を示すと第1表のA.Bの如くになる. Ft( 2n= 

雑種のうち2n=48の個体では2本.20=64の個体では 48):では，全観察細胞が2価或いは3価の染色体を有し，

4本観察されたが.，S. radiatumでは見出されなかった 接合型のモードは 17rr+141にあり.16 rr + 16 1 • 1 m 

I第!1図):"，:， ，，('，ふ川口 い 川、 、 戸iμ+15rr + 151 .及び2皿+14 n + 141の順でこれに次く¥
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観察された2価染色体のうち，末端接合をしたものは 1

細胞当り 5-9，両端で強く結合しているものは6-10 

で，出現した2価染色体数の約%が比較的強い両端結合

をしている. 3価染色体は1細胞当り最高4伺まで観察

され，その出現は観察された全細胞数の55.8〆の細胞に

みられた(第2図). 3価染色体を便宜上2価染色体に換

算してその総数をしらべると，第2表に示される如く，

その対合量は14-20の範囲内にあり，平均対合量は

16.8個の 2価染色体， Jl.pち 17rr+141， 1m +16rr + 

13 r ，2m + 15 rr + 12 r ，3m + 14 rr + 11 1なる祭会型に

みられた.

F1(2n=64)においては， これは angolenseの染色体

の倍加によって形成されたものと推定されるから，S. 

angolense内の同親接合と S. radiatum内の染色体と

の接合による多数の3価染色体の出現が期待される.即

ち第1表Bに示す如く， 3価染色体の出現は極めて多

く， 8-16個平均12.6個が観察され，接合型のモードは12

m+4rr+20rにあり，その他複雑な接合型を示している

(第2図).この場合 2価染色体の出現は1細胞当りo
-7，平均 3.0個で前者に比し極めて少ない.又 4価

染色体の出現は1細胞当り 0-4，平均 0.7個で，総花

粉母細胞数の46.2〆に認められ，前者の3価染色体の出

現の場合に略等しい.この場合においても 3価及び4価

染色体を 1，2個の2価染色体に換算した場合の平均対

合量をしらべると， 16.4個で前者の場合と略等しい(第

2図).第1分裂後期において 1価染色体は赤道板附近

に残存し，後に縦裂して夫々両極に移動する.Jl.pち小麦

型であるが，極く稀に1部の残存染色体は縦裂しないま
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第2図 Flの成熟分裂第1中期における染色体の接合型

第2表 F1の花粉母細胞の成熟分裂第1中期における染色体の接合状態

TABL. 2. Agissement=chromosomique de la premi色remetaphase meiotique dans une 

cellul巴司m色redu~poll巴n:de Fl 

植 物
調
項
査 接合状態 Association 

2価染色体の総数 観察個体数
目 Nombre de bivalents Nombre de 

Plantes Item I E E 百
cellule-m色re自

recherche calcules du pollen observees 

Rang 6-18 11-19 0-4 14-20 

Fl(2n=48) Mode 14 16 。 16 190 

Moyen 13.35 15.67 1.11 16.77 

Rang 11-23 0-7 8-16 Q-4 14-19 
Fl(2n=64) 52 

Mode 20 4 12 。 16 

Moyen 17.25 3.04 12.63 0.69 16.37 
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ま一極に移動する場合も見られた.

猶，染色体橋は両雑種とも観察され

なかった.四分子期には等大の4細

胞を形成し，各細胞に小核を有する

ものは認められなかった.しかし花

粉段、性は極めて慈く， S. radiafum 

及び S.angolenseの夫々95.7，

農 学 編

97.1%なるに比し，九(2n=48，“)

では夫々4.6，2.6;%であった. 第3図 Fl並びにその両親植物

3. Fl植物の生育及び形態 発

芽時の Fl植物は，共に子棄の形質

が全<maternalで S.radiafumに

似るが，業面に毛耳がやや多いのは

angolense lC.似ている.その後生育

が進むにつれて禁色は濃くなり，主事

勢著しく両種の中間的な形質を及び

てくる.主事丈は共に2mに及び，主

幹よりの分校は極めて多くて両親の

11-17本に比し21-25本である.且

つ.angolenseにおいては主幹基部

より大部分の分校をなすが，radiat-

umでは分校は主幹上部にまで及ぶ.

FI日 3.Pied de Fl et de parents. 

1. S. radiafum 2. Fl (2n=48) 
3. Fl (2n=64) 4. S. angolense 

第4図 Fl及び両親種の花筒内壁に見出される斑紋.
Fw. 4. Facsimiles:de 1a corolle interieure de F1 et de parents. 

1. S. radiatum 2. Fl (2n:=48) 3. Fl (2n=64) 
4. S. an.golense 

Flでは，分校はやはり radiatum

(partie noire: rouge violace， 1igne ob1ique: jaune， 1igne 
poin til1ee: lign巴 derouge vio1ac6). 

に似て主幹上部にまで及ぶが，茎の色は radiafumの1宣

変するのに反し成熟後期にいたるまで緑色を帯び， 毛耳

多く angolenseに似ている(第3図).radiatumは7

月25日，angolenseは8月22日に開花が始まり.Flでは

radialumに似て7月27自に開花した.Flの花冠の形状

及び色は両親が似ているため区別する事は難しい. F1 

の花弁は angolenseに比し5慢がよく'発達している.

叉，花筒の外援は両親及び Fl共に赤紫色を呈している

約7%であった.訪の形状及び大きさは，丁度両親種の

中間で，angolenseに似て毛耳が多い.種皮は尽く粗削

でangolenseに似るが，発育種子数は夫々 1務当り 5.9

及び 10.0で， 千粒重より見てもその大部分のものが内

容空虚であると考えられる.これらFl並びに両親の諸特

性を比較すると第3表の如くになる

論 事量

が，内壁は，radiatumの白黄色に反し angolenseとFl ゴマ属純物の細胞学的な研究は，近年漸く絡についた

では赤紫色である.且つ，下層部は angolenseではそ ばかりで，僅かに栽培種である Sesamumindicum L. 

の発達が不完全で radiatumに比し短いが， F1では共 について若干なされているに過ぎず，30数樟に上る野生

に両親の中間である 花冠の大きさは， F1特に 2n=64 種のうち10数積がやっとその染色体数を決定したのみ

の個体が大きい.文，第4図に示される如く，花筒内壁の で，種間交雑による F1作出については殆んどなされて

さま底には angolense特有の2個の焚色王症が見出され， いない.

radiatumでは1個であるが， Flでは共に2個，その 本実験において用いられた Sesamum radiatum 

他の模様は両親の中間である.花器の基部に着生する 2 ScRUM. et THONN.は Antigastra並びに Virusに抵抗

個の蜜娘の色は angolenseの黄色に比し Fl及び 性を有するため.MAZZANl(1953)によって S.indicum 

radiatumでは共に赤紫色であった.F1の花粉は共に大 との交雑が試みられ Flの作出に成功した事を報じてい

部分内容空虚で，ために花粉稔、性は極めて悪く4.6，2.6 る.しかし， S. radiatum SCHUM. et THONN.とS.angoふ

%であった.との様に殆んど不稔のため自殖しても次代 ense WELW.との交雑によって2n=48及び64のF1を作

種子は殆んど得られない.しかし開花終り頃になってFl 出したのは恐らく著者等が緩初jであろう.この Flは両

は両者とも着萌が目立って多くなり， Fl (2n=48)では 毅種の諸形質が類似しているため外観的には両親種と殆

2230花のうち着車j数は141個で約6%， Fl (2n=64)では んど区別しうる様な特徴をもっていない.しかし花粉親
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である S.angolenseに特有な花筒内壁にある 2つの黄色

涯がFl(2n==48，64)にみとめられる事は， Flが明らかに

種間雑種である事が分る.猶，得られた雑種2個体のう

ち1個体は2n=64を有し，これは花粉親である S.ango・

lenseの授精時における染色体倍加によって生じたもの

と推察されるが，この出現煩皮については得られた雑種

が僅少なため不明である.そしてその出現機構の解明と

共に今後に残された興味ある課題とされよう.

Flの花粉母細胞の成熟分裂第1中期における染色体

の接合状態を観察すると， 2n=48のF1では11-19個，

平均 15.67偲の2価染色体が出現し，その約%は強く両

端結合している事より ，S. radiatumには angolenseと

相向性の高い染色体詳の存在が推定される.しかし，グ

ノムが非相同の場合でも往々2価接合が観察されるし

(Triticum， Aegiloρs， Secale， Hordeum)，又同親接合

の可能性も考えられる (Lolium，Festuca) 故に Fl

(2n=48) のみではその染色体の接合状態によってこれ

ら両種を構成するグノムの相同性を分析する事は困難で

ある.しかし本実験においては，花粉親である δ.ango・

lenseの染色体倍加によって 2n=64の雑穫を得た.も

しこの場合に，両種間に上述の如き多数の相同性の高い

染色体が存在するものとすれば F1の成熟分裂第1中

期において，angolense内の染色体の同親接合と ，radi・

atum内の染色体との対合，即ち3価染色体の出現がFl

(2n=48)の場合に出現した 2価染色体の出現顔度と同

程度に考えられるわけである.即ち， F1 (2n =64)では

3価染色体の出現は1細胞当り8-16個で，平均 12.63個

が算えられた.猶，この3価染色体は全観察細胞に現わ

れ，且つ4価染色体の出現が0-4個，平均0.7個で総細

胞数の46.2メに認められた事は，前者の3価染色体の出

現が0-4個，平均1.1個で 55.8%に認められたのと略等

しい.2n=48の場合の 3価染色体及び 2n=64の場合

の4価染色体を夫々 1，2個の 2価染色体に換算した場

合の，両雑種に現われた対合量をしらべてみると夫々 1

細胞当り16.77，16.37個で略等しい.且つこれらの染色

体問の接合力が極めて強く両端接合をなすものが多い事

から，両種間には相向性の極めて高い16個の染色体より

構成されるグノムの存在が推定される.

DARLINGTON (1945)は Sesamum属が13及び8を基

本数として構成されていると報じている.そこで8個の

染色体をもって1グノムを構成すると三号えると，両種聞

には相向性の極めて高い2組のグノムの存在が推定され

るわけで，S. radiatumは S.angolenseと他の未知の

2n=32を有するスページスとの交雑によって合成され

たものと考えられる.

この様に S.radiatum及び S.angolnseは2組の相

~ 
寸4 編

同グノムを共有しており，前報において報告した如く，

形態学的にも密接な関係を示すばかりでなく，細胞学的

にも共に第I群に入れるのが妥当であると考え忘れる.

摘 要

先に報告した如く ，S. radiafumと S.angolenseは形

態的に似た点が多いため，両種聞には密接な倍数関係が

あると考えた.交雑の給果，着萌率は92.3;%'であったが，

交雑率は極めて低く発芽に成功したのは全腔珠数に対し

て僅か 0.13〆であった.得られた F12個体の根端細胞

において 2n=48及び64を観察し，後者は花粉親である

angolenseの授精時における染色体倍加によって得られ

たものと考えられる.F1の諸形質は共に両親の中間で者

・しい雑種強勢を示す.花粉稔性は夫々 4.6，2.6;%'で，た

めに充実した種子を得る事は殆んど出来なかった〉花粉

母細胞の第1中期で， 2n=48を有する Fiは11-19個平

均15.7個の2価染色体を形成し，その%は強い両端度合

をし， 1-4個の3価染色体は総観察細胞数の55.8〆に

認められた.2n=64を有する Flでは， 8-16個平均12.6

個の3価染色体を形成し，この場合も 1-4個の4価染

色体が46.2μ認められた.この両雑種において2価染色

体に換算した場合の対合量をしらべると，夫々 16.8，

16.4となり略等しい.四分子期には両者共等大の4細胞

よりなる場合が極めて多い.この様に，両穏間には相当数

の相同染色体が存在する.故に8個の染色体をもって1

組のグノムを構成すると考えると，両種間には相同性の

極めて高い2組のグノムの存在が推定される.猶，もこの

両種は前報において報告した如く細胞学的にも第Ufに

入れるのが妥当と考えられる.

(栽培学講座. 昭 33.8.31受理)
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Resume 

Pour les resu1tats "que nous avons obtenus au 

point de vue de la morphologi巴comparativ巴主d巴ux

esp色ces，Sesamum radiatum SCHUM. et TUONN. 

(n=32)， et S. angolense WELW. (n =:16) nous 

'151 



兵庫農科大学研究報告 第3巻第2号

avons deja prevus qu'il exist巴 un巴 polypoidee.entre 

. S. radiatum et S. angolense主 causede la ressem 

blance de forme de la tige， des caract色resd巴 la

feuill巴，巴tdes caract色resd巴 lafl巴ur.

En. resultat du croisement， le. taux d'hybridation 

va d巴 0.13;%pour 1日。 nombre.total de placentas. 

On a pu observer de 48 et 64 chromosomes aux 

p1aques equatoria1es dans 1es points vegetatives des 

racines en Fl obtenus (2 p1antes). Pour ce d巴rnier

hybrid， nous consid巴ronsqu'il巴stissu du doub1e-

ment chromosomique d巴 S.angolense au t巴mpsde 

ferti1isation (Fig. 1). 

Les caract色resmorpho1ogiqu巴sde Fl sont inter-

mediaire， et presentent un hybrid vigueur remar-

kab1日 (Tab1.3， Fig. 3，4， 5). Le taux de pollen 

ferti1e va de 4.6メ pourl'hybrid a 2n = 48， 2.6μ 

pour l'hybrid a 2n=64， par consequent， on n'a pu 

pas obtenir d巴 grainsremplies.弓

Chez 1a premi色r巴 metaphasem巴iotiqu巴 dansune 

cellu1e-m色redu poll巴nen Fl(2n=48)， l'association 

chromosomique donne de 12 a 19 bivalents， ils ont 

en moyenne d巴 15.7biva1ents. % de ces bivalents 
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montr巴 unbiva1ent c1os. Le taux d'apparition de 

1 a 4 triva1ents va de 55.8;% pour 1e nombre total 

d巴 cellu1巴叩色resdes grains de pollen (Tab1. lA， 
.Fig. 2: 1-3). 

Chez le Fl (2n=64)， on a observe dans les 

cellu1e-m紅白 desgrains de pollen， a 1a metaphas巴

de la division hるterotypique，l'apparition de 8 a 

16 triva1巴nts，et ils ont en moyenn巴 de12.6 

triva1ents. On a montre que 1e taux d'apparition 

d巴1a 4 de quadriva1ent va de 46.2;% pour 1e nombr巴

total de cellul巴・m色resdu pollen (Tab1. 1B， Fig. 2: 

4 -6). On a montrede quatre cellules en grand巴ur

egalement au temps de tetrad. 

II est facile de considerer l'existence de nombreux 

chromosomes homo1ogique， et s'il constitut巴 un

genom巴 ahuit chromosomes (Tab1. 2)， on peut 

dire qu'il existe deux genomes communs a S. radi-

atum et S. angolense. De plus， au point de vue 

cytologique， on p巴rmetteraque S. radiatum et S. 

angolense s巴c1asserau premier group morphologique 

de ceux que NAKAMURA et SATO ont decrit en 1956. 

(Laboratoire de'la Culture Technique， 

recu le 31， Aout， 1958) 


